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公民館ＨＰ 

インスタグラム 

＜社協・食事サービスボランティアの会＞ 

■食事サービス 11 月 15 日(水) 
ひとり暮らし高齢者などの方（障がい者・昼間

1 人暮らしの方を含む）に、お手紙を添えて手

づくりのお弁当をお配りします。 

 

＜公民館＞  
■親子教室 水曜日 10：00～ 
・合同 11 月  15 日 絵本に親しむ 

11 月  29 日 リトミック 

12 月  15 日 親子教室 35 周年 

・自由参加の日 11 月 8 日  22 日 
 

 

 

 

■学習発表会 振休事業 ～国際交流～ 

「となりのくに中国のお話と 

サンドイッチ」  

日 時 １１月２０日(月) 9：30～ 

内 容 ①お話 ②サンドイッチ(昼食) 

対 象 小学生・一般 

※学校よりお便りを配布します。 

■北前船 賀露物語  
 日 時 11 月 22 日（水）13：30～ 

 場 所 賀露神社 神社会館 

 内 容 北前船の歴史と賀露  ～寄港地映像で巡る旅～ 

 講 師 山田晋さん（海外シニアボランティア） 

岡村吉明さん（賀露神社宮司） 

共 催 賀露文化保存会 

 申込み 11 月 17 日（金）までに公民館へ 

※詳しくは回覧します。 

＜人推協＞ 

■現地研修 公民館共催 

日 時 12 月 8 日(金) 8：20～16：30 

 内 容 「大山口列車空襲」被災者遺族の会 

よりお話を聞き、平和、命の大切さ 

を考える。 

 行 先 大山町方面    申込み 公民館へ 

    ※バスで出かけます。詳しくは回覧します。 

■第２回協力員研修 賀露小人権教育委員会共催 

日 時 12 月 19 日(火)19：00～20：30 

講 師 県人権文化センター 中尾和則さん    

内 容 バイアス(思い込み・偏見)について 

※協力員の方にはご案内します。 

 詳しくは公民館へお問い合わせください。 

祝 賀露小学校 創立１５０周年 

第３回町民文化祭 あかるく  たのしいまち賀露 
11 月 ３日（金）10：00  ～ 15：00  ４日（土） ９：30  ～  12：00 
模擬店 イベント 芸能発表 みんなで盛り上がろう♪ 

＜健推・公民館＞出張公民館事業 
■健康体操 家でも出来る体操を教わります。 

日 時 11 月 9 日(木)10：00～11：00 
会 場 ６区公民館 

持ち物 お茶・不織布マスク 

館長就任のご挨拶 
この度、前任の山根一記館長から任を引き継ぎました石黒仁史と申します。 

 私は賀露で生まれ育ったものの、改めて自問すると地元のことはほとんど知りません。加えて地域

活動の経験も乏しいものですから、「社会教育の振興、住民の福祉の向上」に資する公民館の長とし

て、その重責を果たすことができるのか不安を覚えているところです。 

 しかし賀露が大好きです。旺盛な活動を展開されている自治会の皆様や公民館職員さんの後をつ

いていきながら、職責を果たして参りたいと考えています。 

 賀露町の皆さまの暖かいご支援、ご協力を賜りますよう、何卒よろしくお願い申し上げます。                  

賀露地区公民館長 石黒仁史 

 

 １０月１１日（水）に、賀露小学校の大先輩である株式会社リンガーハットの米濵和英名誉会長に

お越しいただき、創立１５０周年の記念事業を行いました。米濵会長は賀露小、湖東中、鳥取西高を

卒業後、長崎県でとんかつ屋「浜かつ」を創業され、その後、長崎ちゃんぽんの専門店である「リン

ガーハット」を設立されました。現在はリンガーハットと浜かつを合わせて６５０を超える店舗があ

り、東南アジアやハワイにも店舗を展開され、グループ全体で１日に約１２万人が利用する、日本で

も有数の外食企業の名誉会長としてご活躍されています。 

 記念事業では、１、２年生は赤イカ音頭、生活科の学習の様子、校歌や賀露健児の歌を、３，４年

生は貝殻節や手話による「ふるさと」の歌などを見ていただき、米濵会長からメッセージをいただき

ました。また、５、６年生は「夢・目標について」をいうテーマで、米濵会長のお話を聴きました。

米濵会長の小学校時代の思い出やリンガーハットを立ち上げた頃のお話、長崎の大水害のときにお

にぎりを無料で配給したこと、お店では全て国産の食材を使っており、そのなかでも鳥取県産の食材

を多く取り入れていることなど、たくさんのお話を聴きました。 

 最後に、子どもたちへ「損得より善悪を優先する」「夢と情熱をもっていれば、賀露からでも、日

本中へ、世界中へ飛び立ち成功することができる」というメッセージをいただきました。子どもたち

は「自分も勉強などでつまずいても、たくさん挑戦してみようと思いました。」「水害の時に無料でお

にぎりを配った話が心に残りました。自分も困った人を助けてあげられる人になりたいです。」とい

うような感想をもち、米濵会長の言葉をしっかりと受け止めていました。 

 偉大な先輩の言葉を胸に、賀露地区や賀露小学校に誇りをもって、日本や世界で活躍する大人にな

ってほしいと願っています。引き続き賀露小学校へのご支援、ご協力をよろしくお願いいたします。 

賀露小学校校長 岸田靖弘 

             賀露小学校創立１５０周年 おめでとうございます。  

賀露小学校は、明治６年５月８日（１８７３年）、 

賀露町内に２か所開設されました。１か所は、甲校 

として東善寺庫裏（くり）に、もう１か所は乙校と 

して賀露神社宮司氏家屋内に。甲校は現在の１・２ 

区、南隈、晩稲の児童女子９名、男子５１名が、乙 

校は現在の３・４・５・６区の児童女子７名、男子 

６４名が入学。以来変遷があり現在に至ります。 

「賀露小学校校歌」は、昭和３３年（１９５８年）校長伊吹久太郎氏（賀露町出身）の時に、

作曲は鳥取大学小泉恵助教授、歌詞は広く一般に呼びかけ同大川口義克助教授が補選作詞さ

れました。強くたくましい詩と、流れるような旋律はいつまでも心に残っています。 

「賀露健児の歌」は、当校西原輝男教諭（賀露町出身）が作詞作曲され、敗戦後の子供の心

に明るい灯をともしました。「いざふるいたて賀露健児」は忘れていません。（賀露誌による） 

これからもずっと、大海原の歌を聞き、松風清い丘に集い、日夜学び、いざ奮い立て・・・。 

自治会長 芥島寿美 
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11月行事予定 変更になることがあります 

＜ボランティアの会＞地区公民館前ツツジ剪定 10/12(木)参加 ７人 

＜体育会＞   明神広場清掃      10/13(金) 

＜老人クラブ＞公民館周辺清掃     10/23(月)参加 21 人 

 

＜公民館＞ 

・親子教室 

10／ ４ 幼児 お散歩 湖山消防署他 

10／18 合同 お散歩 上小路公園他 

＜社協＞ミニディサービス 
９/27(水) 参加 42 人 
健康相談(市社協)、お話 

「薬の正しい飲み方」など 
講師  徳吉薬局 

徳吉淳一さん 
 

となりの組福祉員 
愛の訪問協力員合同研修会 10/11(水) 参加 36 人 

＜自治会＞ 理事会 10/14(土) 

 ・新公民館長石黒仁史さん（２区）着任 

新任のあいさつをされました。賀露の歴史と文化に造詣が
深く、今後の新しい文化創造に寄与されると思います。 

・賀露観光マップの作成について 

  町内外の人に賀露の街並みや旧所名跡などを知ってもらう
ため、県と共同でマップ作りを進める予定。 

 ・鳥取港交差点に防護柵設置 

賀露町北４丁目付近交差点に子どもたちの通学路安全対策
としてガードパイプを設置。工事期間～12/28 頃まで予定。 

・大災害避難訓練実施 10/22(日) 

8 時、各町内会で町民一斉の大災害避難訓練を実施（地
震・津波・大雨・洪水災害）。安否確認を実施。 
10 時より、賀露地区公民館で、今後多発が予測される 
大雨洪水時における避難計画と避難実施要領の確認と周 
知を行う。自治会執部、各町内自主防災会長（区長）、 
各町内避難所開設担当者・防災リーダーが集結。 

 

 

 

 

 

賀露小学校創立 150 周年記念事業実施 10/11(水) 

賀露小学校が創立され、今年で 150 年を迎えました。 
当校にて、150 周年記念事業として、卒業生の米濵 
和英氏（㈱リンガーハット名誉会長）の記念講話など 
が行われ、記念としてドローンによる校舎と児童等の 
撮影がされました。写真は、後日児童等に配布されます。 

自治会役員の賀露小学校の参観実施 10/16(月)17(火) 

 

           

 

 

＜配食サービスボランティアの会＞食事サービス 10/18(水)   

 

曜日 自治会・各団体 公民館・サークル

1 水
自治会執行部会
民児協定例会(場所：賀露小学校)

茶道・吟翔会

2 木 お花

3 金

4 土

5 日 ５区小地域座談会

6 月 子ども庁定例会 伝承芸能保存会

7 火
湖東ブロック自治会正副会長・
公民館長研修会(場所：レーク大樹)

おたっしゃ教室
詩吟・レッツダンス

8 水 自治会執行部会 やどかり・茶道・書道

9 木
健康体操(健推・公民館)
(場所：６区)

扇舞・パソコン・３B体操

10 金 真向法体操・簡単ヨガ

11 土 自治会理事会

12 日 伝承芸能保存会・唄

13 月

14 火
3区小地域座談会
賀露すなばこども食堂

おたっしゃ教室・おりがみ
コーラス・レッツダンス

15 水
食事サービス
自治会執行部会

親子教室合同絵本
茶道・書道・吟翔会

16 木
自治会役員賀露小学校参観

湖東ブロック民児協研修会
扇舞・３B体操・パッチワーク

17 金 真向法体操

18 土
上浜区小地域座談会
鳥取かにフェスタ

19 日
市道賀露幹線アダプト活動(環境部)
8:00-10:00雨天時中止※回覧有

20 月 社協執行部会
振休事業国際交流「となりのくに中国
のお話とサンドイッチ」

21 火 おたっしゃ教室・レッツダンス

22 水 自治会執行部会
北前船　賀露物語
書道

23 木
勤労感謝の日
2区小地域座談会

24 金 真向法体操・簡単ヨガ

25 土 社協理事会

26 日 伝承芸能保存会・唄

27 月

28 火 検診結果説明会・相談会(健推) おたっしゃ教室･コーラス･レッツダンス

29 水
親子教室合同リトミック
パステル・茶道・書道

30 木 扇舞・３B体操

文化の日
第３回町民文化祭　オープニング9：45～　10：00-15：00

第３回町民文化祭　9：30-12：00

賀露すなばこども食堂
11/14(火)17：00-19：30
定員 ３０名(申込順)
料金 こども無料大人３００円
申込み：市中央人権センター

TEL 0857-24-8241

①健診結果を活かそう(市保健師)
②勝負は5年後！生涯元気な血管を
保つために‼

～コレステロール編～(管理栄養士)
個別相談(希望者)
※検診結果用紙、健康手帳を持参
ください。(あれば昨年度結果も)

11/28-30 鳥取市公民館活動展
会場 鳥取市役所２階 市民交流棟

＜健推＞集団検診  

10/12(木) 参加 61 人 
６区公民館、 

８区集会所で実施 

写真は 6 区での受付の様子 

 

 

 【今月のメニュー】 

新米ご飯黒ごまのせ・ミニ大福 

生姜焼き・レタス・ポテトサラダ 

ひじき煮・トマト 

さつま芋のオレンジ煮 

＜民児協＞湖東ブロック民児協と 

湖東中学校との情報交換会 10/3(火) 

コロナ禍で中断していた情報交換会。今回は規模を縮小
し、ブロック内 4 地区の民児協会長と小林湖東中校長
が湖東中学校で行いました。校長先生の案内で、全教室
の学習参観を行いました。殆どの学習場面で、タブレッ
ト等を使った教育が行われており、教育方法の流れの速
さを痛感しました。参観後の懇談では学校が抱える諸問
題について情報共有しました。 

赤い羽根共同募金 10/5 日(木)   街頭募金 
         10 月～12 月 法人募金 

地区民児協のほか、地区社協 
や地区老人クラブ等が協力し 
募金活動を行っています。 
賀露地区民児協は、今年も 
鳥取駅前で活動を行いました。 

  

 

 

 

 

 

写真左「生活困窮者自立支援制度、地域全体で支え合う仕組み」市社協 川上正樹さん 

写真右 となりの組福祉員・愛の訪問協力員について 市社協 

＜社協いきいきサロン＞世界中のコーヒーを飲む会 10/20(金)参加 13 人 

  11 月はお休みします。 

 

 

おともだちと 

おしゃべりしな

がら秋を満喫😊

マーク 

・お茶っこクラブ 健全育成活動表彰 

賀露の子どもたちに日本文化のすばらしさやおもてなし
の心、人と人の交流の楽しさを伝えることを目的として
平成 20 年に結成。15 年に渡る活動では、茶道のお稽
古だけでなく、チャリティ茶会を開催。東日本大震災や
鳥取県中部地震へ義援金を贈るなど幅広い活動を行われ
青少年育成県民会議より表彰されました。


